
12
月
定
例
会
の
概
要 

(

令
和
5
年
12
月)
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新桂沢ダム最大湛水・放水の視察 

 

ご
あ
い
さ
つ 

昭
和
32
年
に
完
成
し
た
桂
沢
ダ
ム
を

か
さ
上
げ
し
て
建
設
し
て
お
り
ま
し
た
新

桂
沢
ダ
ム
が
完
成
し
、
最
大
湛
水
に
達
し

た
た
め
、
視
察
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

か
さ
上
げ
す
る
こ
と
に
よ
り
総
貯
水
容

量
は
1.6
倍
、
札
幌
ド
ー
ム
で
約
93
杯
分
の

貯
水
量
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上

に
治
水
・
利
水
の
機
能
が
高
め
ら
れ
ま
す
。 

今
後
は
ダ
ム
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
も

議
論
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
市
立
三
笠
総
合
病
院
の
建
替
え

に
つ
い
て
は
2
月
22
日
開
催
し
た
、
地
域

振
興
対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
敷
地

概
要
や
施
設
規
模
、
構
造
・
整
備
方
針
や
整

備
手
法
、
収
支
計
画
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
、

内
部
留
保
資
金
の
状
況
や
市
財
政
負
担
の

推
計
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
3
月
に
は
第

1
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
4
日
の
市
政

執
行
方
針
で
は
事
業
に
つ
い
て
の
提
案
が

あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
15
・
18
日
に
は

議
員
に
よ
る
大
綱
質
問
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
の
で
、
多
く
の
方
々
に
傍
聴
し
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

                  

 

【
質
問
】 

    

【
答
弁
】 

    

【
質
問
】 

    

【
答
弁
】 

      

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
を
可
決 

 

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
、
産

前
産
後
の
4
か
月
分
の
所
得
割
保

険
料
及
び
均
等
割
保
険
料(

多
胎
の

場
合
6
か
月)

の
10
割
軽
減
を
行

う
た
め
の
条
例
改
正
を
可
決
し
ま

し
た
。 

■

H

‐

U

C

G

ブ
ル
ー
水

素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
実

証
事
業
を
可
決 

 

未
利
用
石
炭
の
地
下
ガ
ス
化
に

つ
い
て
、
国
の
外
郭
団
体
で
あ
る

N

E

D

O
の
水
素
社
会
構
築
技

術
開
発
事
業
に
採
択
さ
れ
、
助
成
金

を
活
用
し
、
実
証
を
行
う
た
め
の
補

正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。 

新桂沢ダムが完成し、昨年 11 月から、水を最

大まで貯めて大丈夫か試験が行われました。 

12 月には、普段は見られないダムが満タンに

なり天端から水が流れる様子を見ることができ

ました。 

※国土交通省 幾春別ダム建設事業所「新桂沢ダム試験湛水状況」

〈http://www.hkd.mlit.go.jp/sp/ikushunbetu_damu/e1lg9o000000hmsq.html〉 

ハイブリッド石炭地下ガス化 

(H-UCG)とは 

三笠市で研究している、「水素

エネルギーの創出」「石炭採掘

坑への二酸化炭素の地下固定

化」「豊富な森林資源の有効利

用」の技術を組合せて、二酸化

炭素排出量を実質的にゼロに

抑えた『ブルー水素』の製造を

目指した新しい取組みです。 

 



12

月
定
例
会
の
一
般
質
問 

（
12
月
14
・
15
日
） 

 

2 市議会だより 

 

  

 

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅尾 三𠮷 

(公明党) 

須河 恵介 

青木 康博 
(社会民主党) 

 

折笠 弘忠 

▼
経
済
対
策
に
つ
い
て 

(

低
所
得
者
へ
の
対
応) 

 

【
質
問
】
低
所
得
者
へ
の
経
済
対
策
に
つ
い

て
、
国
に
お
い
て
二
〇
二
三
年
度
補
正
予
算

が
成
立
し
、
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
年
内
に

7
万
円
の
給
付
が
決
定
し
ま
し
た
が
、
自
治

体
に
お
い
て
年
内
に
届
く
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
状
況
に

つ
い
て
お
聞
き
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
対
象
世
帯
に
確
認
書
を
送
り
、
申
請

手
続
が
終
わ
っ
た
世
帯
に
対
し
年
内
に
給
付

金
が
届
け
ら
れ
ま
す
。
ま
だ
、
手
続
き
中
の
世

帯
に
は
随
時
給
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
均
等
割

世
帯
に
は
、
国
の
決
定
が
あ
り
次
第
、
10
万

円
が
給
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

【
質
問
】
手
続
き
の
期
限
や
、
低
所
得
者
以
外

の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
・

事
業
者
へ
の
経
済
対
策
に
つ
い
て
お
聞
き
か

せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
確
認
書
の
手
続
き
期
限
は
2
月
29

日
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
経
済
対
策
と
し
て
十

八
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
一
人
あ

た
り
、
5
万
円
が
給
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
国
の
方
針
が
決
ま
り
次
第
、
で
き
る

だ
け
早
く
市
独
自
の
経
済
対
策
案
を
提
案
し

て
い
き
ま
す
。 

   

▼
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て 

(

移
住
・
定
住
施
策) 

 

【
質
問
】
移
住
制
度
等
に
つ
い
て
、
施
策
全
体

の
効
果
と
課
題
に
つ
い
て
現
状
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
平
成
23
年
度
か
ら
開
始
し
、
制
度

の
効
果
と
し
て
は
国
勢
調
査
人
口
が
社
人
研

の
人
口
を
上
回
っ
た
事
や
合
計
特
殊
出
生
率

の
上
昇
、
移
住
制
度
利
用
者
の
6
割
が
定
住

し
て
い
る
な
ど
、
効
果
的
な
施
策
と
考
え
つ

つ
も
、
財
政
面
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
、
今
後
ま

ち
の
体
力
に
合
っ
た
施
策
や
他
自
治
体
と
の

差
別
化
も
含
め
見
直
し
等
の
検
討
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。 

【
質
問
】
岡
山
工
業
団
地
の
住
宅
分
譲
地
「
岡

山
キ
ャ
ン
バ
ス
ス
テ
ー
ジ
三
笠
」
の
継
続
に

つ
い
て
、
民
間
で
分
譲
の
計
画
が
持
ち
上
が

っ
た
場
合
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が

で
き
る
の
か
。 

【
答
弁
】
岡
山
地
区
に
お
い
て
は
平
成
29
年

度
の
不
動
産
マ
ー
ケ
ッ
ト
分
析
に
お
い
て
、

分
譲
地
と
し
て
の
需
要
度
が
「
可
能
性
は
あ

る
程
度
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
意
見
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
立
地
適
正
化
計
画
で
の

居
住
誘
導
区
域
外
と
い
う
事
は
あ
り
ま
す

が
、
イ
オ
ン
三
笠
が
近
く
に
あ
る
な
ど
の
利

点
が
あ
る
事
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

民
間
企
業
か
ら
一
定
の
需
要
の
話
が
あ
れ

ば
、
相
談
に
応
じ
た
中
で
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

▼
孤
独
・
孤
立
対
策
に
つ
い
て 

(

本
市
に
お
け
る
孤
独
・
孤
立
対
策
に
お

け
る
取
り
組
み) 

 

【
質
問
】
国
は
、
孤
独
、
孤
立
に
悩
む
人
を
誰

１
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
を
目
指
す
た
め
、

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
を
令
和
６
年
４
月

１
日
に
施
行
し
ま
す
が
、
本
市
で
は
孤
独
・
孤

立
対
策
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ

れ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
関
係
者
と
連
携
し
相

談
体
制
、
居
場
所
づ
く
り
な
ど
対
応
し
て
い

く
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
当
事
者
や
家
族
が
お
か
れ
て
い
る

具
体
的
な
状
況
は
多
岐
に
わ
た
り
、
多
様
な

ア
プ
ロ
ー
チ
や
手
法
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
既
存
の
支
援
対
策
は
も

と
よ
り
、
当
事
者
が
支
援
を
求
め
る
声
を
上

げ
や
す
く
、
周
り
の
方
が
当
事
者
に
気
づ
き

対
応
で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
や
、
日
常
の

様
々
な
分
野
に
お
け
る
つ
な
が
り
を
築
け
る

よ
う
に
各
所
に
居
場
所
づ
く
り
や
相
談
体
制

の
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
財
育

成
や
確
保
は
不
可
欠
で
あ
る
と
と
も
に
、
関

係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
密
に
し
な
が
ら
孤

独
・
孤
立
対
策
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
】 

▼
市
役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

(

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス) 

▼
企
業
等
の
健
康
経
営
に
つ
い
て 

(

健
康
経
営
に
向
け
た
取
り
組
み) 

  

▼
市
民
の
交
通
手
段
に
つ
い
て 

(

市
営
バ
ス
運
行
経
路) 

 

【
質
問
】
市
営
バ
ス
の
運
行
経
路
に
、
榊
町
団

地
の
追
加
、
柏
町
の
試
験
運
用
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
利
用
者
数
に
つ
い
て
、
ま
た
、「
無

料
バ
ス
利
用
デ
ー
」
に
お
け
る
成
果
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
営
バ
ス
は

幌
内
行
き
で
の
運
行
で
す
が
、
路
線
上
の
利

用
者
が
高
齢
化
し
て
お
り
、
三
笠
市
の
発
展

に
貢
献
し
て
頂
い
た
高
齢
者
へ
の
負
担
を
軽

減
す
る
路
線
の
見
直
し
計
画
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
利
用
人
数
は
、
令
和
４
年
度
の
年
間

利
用
者
が
1
万
2
千
544
人
、
一
便
辺
り
1.8

人
、
前
年
度
に
対
し
て
4.5
パ
ー
セ
ン
ト
下
が

っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ

せ
て
無
料
乗
車
体
験
を
実
施
し
、
44
人
の
利

用
が
あ
り
、
前
年
に
比
べ
て
23
人
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
新
規
路
線
、
停
車
場
の
追
加
に

付
き
ま
し
て
は
、
安
全
な
道
路
、
乗
客
・
乗
員

の
安
全
確
保
を
考
え
て
、
路
線
の
変
更
や
追

加
に
付
き
ま
し
て
は
運
行
時
間
を
配
慮
し

て
、
減
便
の
影
響
を
考
慮
が
必
要
に
な
り
ま

す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
】 

▼
炭
鉱
遺
産
に
つ
い
て 

(

奔
別
立
坑
の
今
後
の
活
用) 



 

3 市議会だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
三
笠
市
議
会
」
で
検
索
す
る
か
、 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト 

で
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
会
議
録 

を
閲
覧
で
き
ま
す

。 

三笠市議会 

谷内 純哉 

 

谷津 邦夫 

 

▼
文
化
継
承
に
つ
い
て 

(

北
海
盆
踊
り) 

 

【
質
問
】
北
海
盆
踊
り
に
欠
か
せ
な
い
唄
、
太

鼓
、
甚
句
等
の
関
係
す
る
団
体
の
存
続
と
今

後
の
あ
り
方
等
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】「
三
笠
北
海
盆
お
ど
り
」
の
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
北
海
盆
唄
を
唄
う
方
、
お
は
や

し
、
笛
、
太
鼓
な
ど
演
奏
を
中
心
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
方
の
ほ
か
、
踊
り
を
中
心
と
し
た

三
笠
甚
句
保
存
会
な
ど
の
協
力
の
下
で
成
り

立
っ
て
お
り
ま
す
。
各
団
体
と
も
に
、
会
員
数

の
減
少
や
、
高
齢
化
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱

え
て
お
り
、
活
動
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
、
模
索
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

【
質
問
】
三
笠
の
財
産
で
あ
る
北
海
盆
唄
、
北

海
盆
踊
り
と
い
う
郷
土
文
化
を
継
承
し
、
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
会
員
を
増
や
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取

組
を
し
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
北
海
盆
踊
り
は
、
三
笠
市
に
と
っ
て

大
変
貴
重
な
郷
土
文
化
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

保
存
、
継
承
し
て
い
く
た
め
に
様
々
な
や
り

方
を
模
索
し
、
各
団
体
と
協
力
し
て
北
海
盆

唄
、
北
海
盆
踊
り
の
普
及
促
進
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
】 

▼
運
動
公
園
に
つ
い
て 

(

利
用
状
況
・
今
後
の
施
設
の
あ
り
方) 

▼
行
財
政
運
営
に
つ
い
て 

(

ふ
る
さ
と
納
税) 

 

【
質
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
基
準
、
特

に
「
米
」
の
見
直
し
対
策
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
総
務
省
で
10
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
等
の
経
費
に
係
る
ル
ー
ル
の
見
直

し
を
実
施
し
ま
し
た
。
三
笠
産
の
米
を
基
本

に
し
つ
つ
も
、
一
定
の
収
入
確
保
に
向
け
道

産
米
も
基
準
に
則
り
出
せ
る
よ
う
、
市
内
へ

の
精
米
所
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
い

ち
早
く
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た
創
意
工
夫
に
努
め
寄
付

額
の
確
保
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

▼
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

(

市
政
へ
の
参
加
方
法)

 

 

【
質
問
】
今
後
の
市
政
懇
談
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
来
年
度
以
降
の
市
政
懇
談
会
の
あ

り
方
を
連
合
町
内
会
長
と
相
談
し
、
新
た
な

形
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
、
協
働
ル
ー
ム
で
地
域
課
題
等
を
聞

い
て
お
り
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

従
前
よ
り
各
種
計
画
等
の
策
定
時
に
は
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
活
用
し
な
が
ら
市
民
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

【
そ
の
他
の
質
問
】 

▼
経
済
・
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て 

(

次
世
代
半
導
体
事
業) 

地
域
振
興
対
策
特
別
委
員
会 

(

11
月
22
日
開
催) 

 
 

第
１
回
臨
時
会
の
概
要 

(

令
和
6
年
1
月
30
日)

 

■
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
事
業
を
可
決 

 

国
が
交
付
す
る
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
た
事

業
を
、
今
年
度
か
ら
早
期
に
行
う
た
め
に
、

来
年
度
に
ま
で
の
繰
越
明
許
費
と
し
て
、
補

正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。 

▼
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
枠 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯(

※)

に
対

し
1
万
円
分
の
商
品
券
を
給
付
す
る
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
物
価
高
騰
対
策
臨
時
支
援
金

給
付
事
業
」
の
他
、
医
療
施
設
等
、
公
共
交

通
事
業
者
、
物
流
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を

行
う
た
め
の
3
事
業
。 

※
他
の
公
的
支
援
を
受
け
て
い
る
世
帯
、

学
生
寮
入
所
者
は
除
く
。 

▼
給
付
金
・
定
額
減
税
一
体
支
援
枠 

 

令
和
5
年
度
分
の
住
民
税
が
均
等
割
の

み
課
税
の
世
帯
等
に
対
し
て
現
金
10
万
円

を
給
付
す
る
「
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世

帯
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
」、
18
歳
以
下
の

児
童
が
い
る
低
所
得
世
帯
に
対
し
、
児
童

1
人
あ
た
り
現
金
5
万
円
を
給
付
す
る

「
子
育
て
世
帯
緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事

業
」
の
2
事
業
。 

■
市
立
三
笠
総
合
病
院
に
つ
い
て 

 

前
回
ま
で
の
特
別
委
員
会
に
引
き
続
き
、

新
病
院
の
建
設
に
向
け
て
の
調
査
を
行
い
、

市
が
提
出
し
た
「
市
立
三
笠
総
合
病
院
基
本

計
画
案
」
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

▼
建
設
候
補
地
に
つ
い
て 

こ
れ
ま
で
の
議
論
、
検
討
を
基
に
、
宮
本

町
と
高
美
町
を
選
定
し
て
お
り
、
「
建
設
に

お
け
る
物
理
的
状
況
」
「
完
成
後
の
経
済
的

条
件
」「
周
辺
施
設
の
立
地
条
件
」
等
に
つ
い

い
て
比
較
さ
れ
た
資
料
に
対
し
て
、
交
通
ア

ク
セ
ス
や
周
辺
薬
局
等
、
患
者
に
と
っ
て
使

い
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い
て
質
疑
が
さ

れ
ま
し
た
。 

▼
施
設
規
模
に
つ
い
て 

 

病
床
数
65
床
、
延
べ
床
面
積
約
5
千
830

㎡
、
概
算
事
業
費
59
億
5
千
万
円
を
見
込

ん
だ
計
画
に
つ
い
て
、
想
定
さ
れ
る
病
院
機

能
あ
た
り
の
面
積
規
模
や
、
各
病
床
に
必
要

な
面
積
、
現
在
の
市
立
病
院
の
利
用
状
況
等

計
画
さ
れ
て
い
る
規
模
の
妥
当
性
に
つ
い

て
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。 

▼
財
政
推
計
に
つ
い
て 

 

新
病
院
の
建
設
に
あ
た
り
、
計
画
、
事
業

の
妥
当
性
に
つ
い
て
慎
重
な
判
断
を
行
う

た
め
に
、
今
回
提
出
さ
れ
た
「
市
立
三
笠
総

合
病
院
基
本
計
画
案
」
に
基
づ
い
て
事
業
を

実
施
し
た
場
合
の
病
院
経
営
、
ま
た
、
建
設

等
の
費
用
に
よ
っ
て
市
の
財
政
状
況
や
他

事
業
へ
の
影
響
を
推
計
し
た
資
料
の
提
出

を
、
次
回
委
員
会(

令
和
6
年
2
月
22
日

実
施)

に
向
け
て
求
め
ま
し
た
。 



 

4 市議会だより 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望 
 

市議会だよりについて、より分かりやすく、読みやすい紙面づくりのための

参考とさせていただきますので、市民の皆さんからの率直なご意見やご要望

をお待ちしております。 

【問合先】三笠市議会事務局 

 〒068-2192 三笠市幸町２番地☎②3194 Fax②7880 

▶Ｅメール gikai@city.mikasa.hokkaido.jp 

▶ホームページ http://www.city.mikasa.hokkaido.jp/assembly/ 

議会広報委員会 
 

委員長  池田 真志 

副委員長 青木 康博 

委 員  須河 恵介 

     浅尾 三𠮷 

      

●
編
集
後
記 

 

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
よ
り
議

会
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
5
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

長
期
に
渡
る
猛
暑
、
激
し
い
雷
雨
、
年
始

や
年
末
間
近
に
な
っ
て
か
ら
の
大
雪
と

厳
し
い
自
然
に
翻
弄
さ
れ
、
未
だ
終
焉

に
至
ら
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
や
例
年
よ
り

早
い
時
期
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

も
あ
り
、
生
活
の
上
で
は
大
変
な
一
年

で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

穏
や
か
に
始
ま
っ
た
令
和
6
年
は
既

に
ふ
た
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
平
穏
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

さ
て
、
議
会
情
報
の
発
信
に
つ
い
て

は
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
議

会
だ
よ
り
を
は
じ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
分
か
り
や
す
い
広
報
活
動
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

 

年
4
回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
で
は
、

行
政
か
ら
様
々
な
議
案
が
提
案
さ
れ
、

本
会
議
や
委
員
会
に
お
い
て
審
議
が
行

わ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
内
容
や
結
果
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
こ
の
議
会
だ
よ
り
で
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

委
員
長 

池
田 

真
志 

 

令
和
5
年
11
月
1
日 

 

 
 

令
和
6
年
2
月
5
日 

 

 
 

■
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て 

【
質
疑
】
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
た
い

と
い
う
場
合
に
何
か
条
件
が
あ
る
の

か
、
ま
た
、
設
置
に
関
し
て
費
用
負
担
は

発
生
す
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
原
則
的
に
は
音
が
完
全
に
届

か
な
い
難
聴
地
域
の
方
を
対
象
に
、
そ

の
地
域
の
希
望
者
に
配
布
し
て
お
り
、

費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
質
疑
】
防
災
無
線
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
も
の
が
あ
る
そ
う
な
の
で
す

が
、
そ
の
辺
の
情
報
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。 

【
答
弁
】
災
害
情
報
に
つ
い
て
皆
さ
ん

が
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
携
帯

会
社
か
ら
エ
リ
ア
メ
ー
ル
と
い
う
緊
急

情
報
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
か
ら
の
避
難
情
報
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
流
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
災
害
情
報
伝

達
手
段
と
し
ま
し
て
Ｕ
Ｈ
Ｂ
テ
レ
ビ
の

地
デ
ジ
サ
ー
ビ
ス
で
配
信
す
る
こ
と
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
ヤ
フ
ー
の
防
災
速
報
ア
プ
リ
で
同

じ
く
防
災
情
報
を
流
す
体
制
が
あ
り
ま

す
。 

【
質
疑
】
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
の
関

係
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

【
答
弁
】
1
月
中
に
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

開
始
す
る
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
ま

す
。
防
災
関
係
の
情
報
提
供
も
皆
さ
ん

に
周
知
が
出
来
る
よ
う
に
、
行
政
側
か

ら
も
伝
え
て
い
く
事
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

■
学
校
図
書
館
に
つ
い
て 

【
質
疑
】
学
校
図
書
館
の
蔵
書
数
の
標
準

に
対
す
る
各
校
の
現
状
と
、
図
書
の
更

新
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

【
答
弁
】
文
科
省
が
示
さ
れ
た
蔵
書
数
の

標
準
は
、
小
学
校
6
学
級
で
約
5
千

冊
、
中
学
校
3
学
級
で
約
5
千
400
冊
で

す
。
三
笠
小
は
標
準
を
満
た
し
て
い
ま

す
が
、
岡
山
小
、
三
笠
中
、
萱
野
中
は
若

干
足
り
な
い
状
況
で
す
。
た
だ
、
人
数
的

な
規
模
で
は
全
校
と
も
標
準
以
上
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
立
図
書
館
と
連

携
し
た
巡
回
図
書
な
ど
で
カ
バ
ー
を
し

て
い
ま
す
。 

 

図
書
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

の
図
書
費
を
各
校
に
予
算
配
分
し
て
、

毎
年
購
入
し
て
い
ま
す
。 

【
質
疑
】
司
書
教
諭
の
配
置
や
学
校
図
書

館
の
運
営
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す

か
。 

【
答
弁
】
基
準
に
達
し
て
い
な
い
た
め
司

書
教
諭
は
配
置
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
校

務
分
掌
と
し
て
図
書
担
当
の
先
生
が
中

心
に
運
営
し
て
い
ま
す
。 

【
質
疑
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
始

ま
っ
た
時
は
、
市
民
の
方
が
学
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
本
の
整
理
な
ど
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
ど
う
で
し
ょ
う
。 

【
答
弁
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
一
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
協
力
を

お
願
い
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
再
度
協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

mailto:gikai@city.mikasa.hokkaido.jp

